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今回
ランク
判定
方法
前回
ランク

種　　　名
現在も安定して発生している
産地　（市町村）

現在減少傾向にある産地
（市町村）

絶滅したと考えられる産地
（市町村）

衰退の経過 減少要因 備考（対策・文献など）

ＥＸ ア ＥＸ オオウラギンヒョウモン － － 野田市，我孫子市，柏市
1962年に柏市で採集されて以降記録されていな
い

生息に適した草原が開発等により消失したことが
要因として考えられる

柳澤 勉，1992．柏市近郊のチョウ採集記録集改
訂版に採集デ－タの記述がある

ＥＸ ア ＥＸ ヒョウモンモドキ － － 松戸市，佐倉市，四街道市
1961年に四街道市で採集されて以降記録されて
いない

谷津田開発による生息環境の消滅
藤岡知夫，1990．ＴＵ・Ｉ・ＳＯ．(630）：１-７．丸山
茂，1994．房総の昆虫（12）：8．松田真平，1999．
蝶研フィ－ルド（14）：4-14

ＥＸ ア ＥＮ クロシジミ － － 野田市 1964・1965年以降，採集記録がない
野田市の産地については国道拡張工事，宅地造
成に伴う雑木林の消滅による

柳澤 勉，1977．昆虫と自然12（1）：9.野田市の採
集記録掲載

ＶＵ
カ，タ，
テ
Ｖ オオムラサキ －

千葉市，四街道市，佐倉市，
市原市，君津市，木更津市，
富津市

松戸市，柏市，市川市，野田
市，我孫子市，船橋市，八千
代市

県北部地域では1970年以前は産地が点在してい
たが1976年以降記録がない．生息地でも個体数
は極めて少なく，減少傾向にある

都市化や宅地開発による雑木林の消滅や縮小
による

岩阪佳和，1995．房総の昆虫（15）：5-16.大塚市
郎，1997．房総の昆虫（18）：48.採集デ－タの記
述あり

ＶＵ
オ，タ，
テ
ＥＮ シルビアシジミ － 鴨川市，丸山町

野田市，市川市，船橋市，千
葉市，銚子市

県内では1987年以降記録がない．北総地方では
既に絶滅した産地が多く，南房総でも姿が見られ
なくなった

都市化，河川改修，観光整備等の開発行為，薬
剤の空中散布，海岸線一帯の環境の変化等が
上げられる

南房総一帯の再調査が必要．銚子市は絶滅状
態．根本富夫，1992．房総の昆虫(7)：30-33．に
詳しい

ＮＴ
ケ，
チ，ト，
ヌ
Ｒ ウラゴマダラシジミ 木更津市，君津市 袖ヶ浦市 －

浅香・美ノ谷，1993．の発表当時から生息地周辺
の開発が盛んで衰退の懸念が大きかった

袖ヶ浦市の生息地は道路整備工事による林縁部
のイボタの喪失．一部生息地では採集圧の可能
性あり

浅香・美ノ谷，1993．月刊むし(266）：40.岩阪・外，
1993．房総の昆虫(9)：7-23に採集デ－タの記述
あり

ＮＴ
サ，
チ，ト

Ｒ ウラキンシジミ
富津市，君津市，天津小湊
町

－ －

生息域は局所的で狭く個体数も少ない．岩阪，
1995．以降記録されていないが，現地調査等によ
り極めて少ないが継続して生息が確認されてい
る．開発等による衰退の危険性は大

ゴルフ場開発等による生息地の消滅，減少
岩阪，1995．房総の昆虫(15)：５-16に採集デ－タ
の記録あり

ＮＴ
キ，
チ，ト

Ｒ ミドリシジミ

市川市，沼南町，酒－井町，
大網白里町，一宮町，光町，
長柄町，市原市，木更津市，
君津市，富津市，鋸南町，富
山町，三好村，丸山町，館山
市，鴨川市

我孫子市，成田市，野田市，
柏市，松戸市，船橋市，八千
代市，鎌ヶ谷市，千葉市

－
県内各地に生息するが，都市部近郊を中心に宅
地開発等によりハンノキの自生地が激減し，絶滅
や減少した生息地が多くみられる

県北部の野田市から千葉市にかけては，宅地開
発等により多くの生息地が消滅

市川市の生息地は自然公園内にあり，安定した
発生をしている．野田市においては生息地の保
全と保護運動が行われている．志賀外，1992．野
田市のミドリシジミ：１-108．に詳しい

外 － Ｒ ル－ミスシジミ
富津市，君津市，鴨川市，天
津小湊町，市原市，勝浦市，
大多喜町

－ －
年により個体数の多少はあるが安定した発生が
みられる．従来絶滅が危惧されていた鹿野山，鋸
山周辺でも生息が確認された

大規模なダム建設により，鴨川市では生息地が
狭められてしまった

岩阪佳和氏の分布調査により，房総丘陵に広く
分布していることが判明した．房総の昆虫
No.20,23,25,27にデ－タが発表されている
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